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近年，全国の各図書館では，地域や住民に「役立つ図書館」を

めざし，さまざまな改革や検討が行われています。  

柏市では，新しい図書館の建設を望む市民の皆さまの声が増え

てきていたことから，昨年度から新中央図書館の整備に係る検討

を進めてきました。  

新中央図書館が子どもから大人，高齢者までのすべての世代，

さらには外国人等にとっても，快適で魅力ある柏市らしい情報の

場，交流の場となるのみならず，柏市全体の発展の中枢となるよ

うに期待しております。  

基本計画は，新中央図書館の実現に向け，規模や施設構成等を

具体的に設定していく最も重要なプロセスでした。構想が「ここ

ろ」なら計画は「骨格」をつくる作業，今後は，それに手足をつ

け，具体的に動かして行かなければなりません。柏市の図書館が

市民の身近な存在となるためにも，ワークショップからパートナ

ーシップへと新たなステップへ歩みだした今，皆さまのより一層

のご支援とご協力をお願い申し上げます。  

この基本計画策定にあたり，活発に議論を重ねていただきまし

た有識者懇談会の各委員を始め，ワークショップ及びパブリック

コメントで貴重なご意見・ご提言をお寄せいただいた市民の皆さ

まに，心からお礼を申し上げます。  

 

平成２０年３月  
 

柏市教育委員会  

教育長   矢  上    直  

 

 

 

 

 

 はじめに  



 

 

 

(1) 構想から計画へ  

新中央図書館の方向性や複数の立地候補地について抽出が行

われた「新中央図書館」整備基本構想を受け，施設の基本コン
※１

セプトの検討から，サービスの在り方，運営の在り方，施設整

備の在り方等について検討を行い，ここに「新中央図書館」整

備基本計画を作成しました。  

近年，図書館の位置付けは大きく変化しています。これまで

の 図 書 館 は 図 書 の 閲 覧 及 び 貸 出 を 主 た る 目 的 と し て 利 用 さ れ

ていましたが，利用者の要望は多様化しており，これからの図

書館は地域の情報拠点としての役割が求められています。  

これらの状況を背景に，柏市の図書館は，「資料・情報の提供

機関」から「地域の課題解決を支援し，地域の発展を支える情

報拠点」へと役割の転換が求められることとなりました。  

そこで，新中央図書館は，より地域性を考慮し，独自性を押

し出した，地域密着型の図書館となる必要があります。  

 

(2) 上位計画の位置付け  

柏市第四次総合計画中期基本計画において，生涯学習施設の

整備として，「今後の情報化時代に対応し，市民の多様な学習

活動を支援する機能を備えた新中央図書館整備と，地域の身近

な図書館としての分館の在り方について検討する」と位置付け

ています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  新中央図書館の検討背景  
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(3) 建設候補地  

「新中央図書館」整備基本構想において提示した５か所の立

地について，市民の利便性や財政負担といった観点で比較検討

を行い，庁内での検討会及び有識者懇談会を経て，「柏駅東口

Ｄ街区第一地区」（柏駅東口Ｄ街区第一地区第一種市街地再開

発事業において整備される再開発ビル内）を建設候補地としま

した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表１：建設候補地周辺状況  

柏 市 役 所

アミュゼ柏

商 工 会 議 所

柏 市 民 活 動 センター

消 費 生 活 センター

かしわインフォメーションセンター  

駅 周 辺 の 状 況  
  

商 店 街 の 状 況 近 隣 商 業 施 設 の 状 況  

柏駅東口から約 ２５０ｍの商 業 集積地  
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(4) 建設候補地決定までの経緯  

 

平成１８年５月３０日          
第１回基本構想策定有識者懇談会を開催  

平成１８年６月７日～６月１６日     

第１次市民アンケートを実施  

平成１８年７月１１日          
第２回基本構想策定有識者懇談会を開催  

平成１８年７月３０日         

      第１回市民ワークショップ
※２

を開催  

平成１８年８月１日～８月８日      

第２次市民アンケートを実施  

平成１８年８月２９日          
第３回基本構想策定有識者懇談会を開催  

平成１８年９月２４日          
第２回市民ワークショップを開催  

平成１８年１０月１７日  
        第４回基本構想策定有識者懇談会を開催  

平成１８年１２月１日～１２月２８日   

中間報告案に対するパブリックコメント
※３

を実施  

平成１８年１２月１０日         
第３回市民ワークショップを開催  

平成１９年１月２３日          
第５回基本構想策定有識者懇談会を開催  

平成１９年２月１日～２月２０日     

最終報告書案に対するパブリックコメントを実施  

平成１９年２月２７日         
        第６回基本構想策定有識者懇談会を開催  

平成１９年３月１５日          
「新中央図書館」整備基本構想を策定  

平成１９年５月中旬～５月下旬      

庁内検討会を２回開催  
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平成１９年５月下旬～８月上旬      

立地検討会を５回開催（５候補地から１つを選定） 

平成１９年８月２３日          
第１回基本計画策定有識者懇談会開催（庁内の検

討結果について議論）  

平成１９年８月２４日          
建設候補地決定・公表  
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(5) 検討背景の年表  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平 成 元 年 (1 9 8 9 )３ 月  

「 新 し い 時 代 の 図 書 館 サ ー

ビ ス を 求 め て 」 を 報 告  

平 成 ２ 年 (1 9 9 0 )３ 月  

「 柏 市 の め ざ す 図 書 館 サ ー

ビ ス ２ ０ ０ １ 計 画 」 を 報 告

平 成 ３ 年 (1 9 9 1 )３ 月  

柏 市 第 三 次 総 合 計 画  基 本 計 画  

（ Ｈ ３ ～ Ｈ １ ２ ）  

よ り 高 度 な 図 書 館 サ ー ビ ス を 供 給 す る た め ，

新 中 央 図 書 館 を 建 設 す る と と も に ，分 館 を 整

備 し ， 図 書 館 網 の 充 実 を 図 り ま す 。  
平 成 ５ 年 (1 9 9 3 )１ ２ 月  

「 柏 中 学 校 整 備 基 本 計 画 」

を 報 告  

平 成 ８ 年 (1 9 9 6 )３ 月  

柏 市 第 三 次 総 合 計 画  基 本 計 画 ・ 改 訂  

（ Ｈ ８ ～ Ｈ １ ２ ）  

よ り 高 度 な 図 書 館 サ ー ビ ス を 供 給 す る た め ，

新 中 央 図 書 館 の 建 設 準 備 を 進 め る と と も に ，

新 し い 図 書 館 サ ー ビ ス ネ ッ ト ワ ー ク に つ い

て 検 討 を 図 り ま す 。  

平 成 １ ３ 年 (2 0 0 1 )３ 月  

柏 市 第 四 次 総 合 計 画  前 期 基 本 計 画  

（ Ｈ １ ３ ～ Ｈ １ ７ ）  

今 後 の 情 報 化 時 代 に 対 応 し ，市 民 の 多 様 な 学

習 活 動 に も 役 立 つ 機 能 を 備 え た 新・中 央 図 書

館 整 備 と 地 域 の 身 近 な 図 書 館 で あ る 分 館 の

在 り 方 に つ い て 検 討 し ま す 。  

昭 和 ５ １ 年 (1 9 7 6 )３ 月  

図 書 館 本 館 op e n  

平 成 １ ７ 年 (2 0 0 5 )３ 月  

柏 市 ・ 沼 南 町 合 併  

平 成 １ ９ 年 (2 0 0 7 )３ 月  

「 新 中 央 図 書 館 」 整 備 基 本

構 想 を 報 告  

平 成 １ ６ 年 (2 0 0 4 )５ 月  

新 市 建 設 計 画  

合 併 後 ，新 市 に お け る 生 涯 学 習 施 設 の 拠 点 と

し て ，図 書 館 機 能 の 計 画 的 な 整 備・充 実 を 推

進 す る 。  

平 成 １ ８ 年 (2 0 0 6 )３ 月  

柏 市 第 四 次 総 合 計 画  中 期 基 本 計 画  

（ Ｈ １ ８ ～ Ｈ ２ ２ ）  

今 後 の 情 報 化 時 代 に 対 応 し ，市 民 の 多 様 な 学

習 活 動 を 支 援 す る 機 能 を 備 え た 新 中 央 図 書

館 整 備 と 地 域 の 身 近 な 図 書 館 と し て の 分 館

の 在 り 方 に つ い て 検 討 し ま す 。  

平 成 １ ６ 年 (2 0 0 4 )１ ２ 月  

市 議 会 平 成 １ ６ 年 第 ４ 回 定 例 会 に お い て ，

「 新 中 央 図 書 館 に つ い て（ 誰 も が バ リ ア フ リ

ー で 使 え る ，新 中 央 図 書 館 を 市 民 参 加 で 建 設

し て く だ さ い ） 」 を 採 択  

平 成 ２ ０ 年 (2 0 0 8 )３ 月  

「 新 中 央 図 書 館 」 整 備 基 本

計 画 を 報 告  
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現在の柏市立図書館は，施設規模は決して大きいとは言えず，

建設後３０年以上が経過していますが，市民に親しまれ利用され

ています。さらに時代に即し，市民の期待に応える柏市らしい図

書館を整備するためには，次のような課題が考えられます。  

 

(1) 人を呼ぶために  

ア  図書館資料の充実  

利用者からの意見として，最も多いのが蔵書に関する意見

です。具体的には，「人気の図書は貸し出されており，書棚に

並んでいるのはいつも同じ本である」といった意見や「専門

的なことを勉強したくても，参考となる図書が置いていない」

等といった意見がよく聞かれます。  

平成１８年度実施の「市民アンケート」によると，新中央

図書館で充実してほしいサービスでは，「図書の充実」を望む

声が最も多く，続いて，「図書以外の資料（ＣＤ，ＤＶＤ，ビ

デオ等）」，「インターネット
※４

」の充実という順となりました。 

イ  情報技術面の充実  

柏市の図書館は長期に渡って，独自の電算システムを利用

してきたため，市外の図書館との連携が十分図られていない

こと，端末からの情報提供ができないこと，土曜日，日曜日

の保守対応ができない状況等，さまざまな課題を抱えていま

す。  

 

(2) 情報を呼ぶために  

ア  地域資源の活用  

柏市は，東葛テクノプラザや東大柏ベンチャープラザとい

った産業支援施設や柏レイソルを始めとするスポーツクラブ，

さらには手賀沼等さまざまな地域資源を有していますが，そ

れらを地域資源と捉えての展示会や分館ごとの特徴付けが行

われていない状況です。  

 

２  柏市の図書館に求められる役割  
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イ  関連施設との連携の充実  

学校図書館とは，団体貸出サービスを実施していますが，

検索・予約システム等は連動していない状況です。  

大学図書館とは，専門書や貴重資料が多数所蔵されていま

すが，蔵書の相互利用等ができていない状況です。  

また，県内の図書館ネットワーク
※５

体制の一つ，県内横断検

索への参加が遅れている状況です。  

ウ  利用しやすい開館時間帯の設定  

現在の柏市の図書館の開館時間は，基本的に午前９時３０

分から午後５時までとなっており，月曜日や年末年始等が休

館日となっています。そのため，勤労者等にとっては，利用

しづらい状況となっています。  

平成１８年度実施の「市民アンケート」によると，利便性

の向上について改善してほしいものとして，「開館時間の延

長」が回答者の４割を超える数字となりました。  

 

(3) 活動を支えるために  

ア  多様化するサービスの充実  

社会環境の変化や市民ニーズ
※６

の多様化に伴い，学校教育や

社会教育の施策も大きく変化しています。そのため，生涯学

習における市民一人ひとりの学習成果が，単に個人に帰結す

るだけでなく，地域の課題解決に向けたさまざまな活動等に

生かされることが求められており，図書館は，このような市

民の活動を支援する重要な役割を担う必要性が高まっていま

す。  

イ  施設，設備面の充実  

現在の柏市の図書館本館の広さは２，００５㎡，１６の分

館の平均的な広さは１５０㎡前後であり，広い閲覧スペース

が確保できない状況です。新中央図書館は，これまで図書館

を利用していなかった市民や近隣市からも集まることが予想

され，長時間滞在できる快適な空間や利用者，用途に応じて

自由に使える魅力ある空間が望まれます。  
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(1) 新中央図書館の在り方  

新中央図書館は，柏の顔，すなわち柏のまちの活性化に資す

る拠点としての役割を担い，「図書」という資料にとどまらな

い多種多様な「情報」にふれやすく，活用しやすい環境を作り

出し，市民一人ひとりが自己を高めることや自立的な判断を行

っていくことを支えていきます。  

 

市民をつなぐ  

 

・あらゆる人に生涯を通じた学習機会を提供していくために  

・いわゆる「団塊の世代」を始めとする，中高年層の方々の新

たな活動へ向けた情報収集の場としていくために  

・通学や通勤，買い物，研究等さまざまな目的で柏市を訪れる

人々にも，柏市の情報を始めとする多様な情報を提供してい

くために  

 

 

また，新中央図書館を核として，市域に点在する人・情報・文

化・産業等の資産，資源を活用し，市民と行政が手を取り合って，

発見し，学習し，創造する新しい機能を構築していきます。  

 

資源をつなぐ  

 

・ 柏市の豊かな歴史，文化等に係る情報の収集，整理，保存，

提供を行い，次世代の文化を創造していくために  

・大学図書館やさわやかちば県民プラザ，かしわインフォメー

ションセンター，柏市民活動センター等と連携，協力し，幅

広い情報を効率的に提供していくために   

 

 

 

３  新中央図書館整備の基本方針  

【情報が情報を呼ぶ】 

【情報が人を呼ぶ】 
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さらに，市民のより良い生活や地域社会を築くための基盤と考

え，さまざまな交流や他施設との連続性，一体性のある，柏市ら

しいしかけづくりを実現していきます。  

 

分館をつなぐ  

 

・身近で，気軽に利用でき，課題解決が図れる地域ニーズに沿

った分館としていくために   

・分館を，市民や企業等が行っている自主的・自立的な公益活

動を情報面で支援する地域拠点としていくために  

 

 

 

(2) 新中央図書館のコンセプト  

新中央図書館は，「人と情報をつなぐ・人と人をつなぐ」情

報拠点の核として，市民により身近に感じてもらうために，

「つなぐ」をキーワード
※７

に，新中央図書館のコンセプトを構築

しました。  

 

 

 

 

市民が生涯に渡り主体的に学ぶことができる拠点，柏の地域

アーカイブ
※８

としての拠点，新たな出会いや交流を創出する拠点

等の役割を担うことにより，市民により身近に感じてもらう場

としての新中央図書館が期待されます。  

 

 

 

 

 

図 書館サービスの原点を踏まえるとともに現代的な

課題にも対応し得る情報拠点の核を目指します 

【情報が活動を支える】 
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(3) 市民により身近に感じてもらうための３つの目標  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館本来のサービスに忠実であること  

マネジメント意識を持つこと 

時代の変化に対応すること 

図書館法に定められたサービスを確実に行うことを前提に，独

自のサービスを展開し，市民をつなぐ柏市民の図書館として，

利用者のニーズに応じたサービスやスタッフ
※９

体制を考え，常に

魅力ある集客の場として充実していきます。  

厳しい財政状況に鑑み，経営意識をもって，効率的な図書館

運営を行っていきます。また，売上等の明確な目標設定がな

じまない施設ですが，柏市の分館等を含めた資源のネットワ

ーク化を図りながら，常にサービスに対する意識を高め，新

たな価値を創造，発信する場として充実していきます。  

現在直面している少子・高齢化や地域の活性化等新たな課題

解決に役立つ最新の情報を提供し，地域に根付いた活動の支

援やボランティア
※１０

と 連 携 を図りながら，市民とともに成長

し，多種多様な世代が交流する場として充実していきます。
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図表２：基本方針と施設活動・施設整備との相関図  

市民により身近に感じてもらうための３つの目標  

図書館本来のサー

ビスに忠実である

こと 

マネジメント意識

を持つこと 

時代の変化に対応

すること 

サ ービス計

画 

利用者のニーズに

基づく図書館サー

ビス等の充実 
Ｐ１２・４（２）ア 

連携による特色あ

るサービスの展開 
Ｐ１４・４（２）イ 

ボランティア団体

等を情報等により

支援 
Ｐ１５・４（２）ウ 

 
運営体制 利用者ニーズに応

えるスタッフの配

置と育成 
Ｐ１６・４（３）ア 

図書館サービスを

効率的に展開して

いくための体制整

備 
Ｐ１７・４（３）イ 

市民との協働によ

る図書館運営 
Ｐ２４・４（３）ウ 

施
設
活
動
計
画 

資料計画 利用者のニーズに

応える資料の整備 
Ｐ２４・４（４）ア 

柏市内の知の資源

等との情報の共有 
Ｐ２６・４（４）イ 

さまざまな媒体の

資料・情報の収集 
Ｐ２７・４（４）ウ 

施
設
整
備
計
画

ゾ ー ニ ン

グ・各部門方

針  

快適な空間の提供  
Ｐ２８・５（１）  

他機関等との連携

及び支援  
Ｐ２８・５（１）  

フレキシブルな施

設空間  
Ｐ２９・５（１）  
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(1) 施設活動の基本方針  

   新中央図書館が施設活動を展開していくに当たっては，基本

構想で掲げた「利用者の声を常に反映させる」という方向性を

重視しつつ，柏駅前という立地を活かしながら，利用者のニー

ズ に あ っ た 図 書 館 サ ー ビ ス を 展 開 し て い く た め の サ ー ビ ス 計

画を立てていきます。また，そのサービス計画を実現していく

ために運営体制を整備するとともに，情報拠点の核としての働

きを十分に果たしていくための資料計画を定めていきます。  

 

 (2) サービス計画  

新中央図書館には，さまざまな利用目的を持った市民の来館

が予想されることから，利用者のニーズにあった図書館サービ

スの展開が求められます。また，来館してもらわなくても提供

できる図書館サービスや来館が困難な方への図書館サービスも

求められます。さらには，今まであまり図書館を利用していな

い方に図書館を利用していただくような魅力ある図書館サービ

スも必要となってきます。  

新中央図書館においては，「３  新中央図書館整備の基本方

針（８ページ）」を踏まえながら，次のとおり，図書館サービス

を展開していきます。  

 

ア  利用者のニーズに基づく図書館サービス等の充実  

  利用者が求める資料や情報は，生活に身近なものから，高

度で専門的なものまで幅広い分野に及んでいます。利用者が，

資料や情報を入手しやすく，利用しやすい環境を整備するこ

とや資料等の提供や提示を行うことは，図書館にとって，図

書館法等に定められたもっとも重要な役割の一つです。新中

央図書館においては，図書館本来のサービスをしっかりと行

っていきます。  

(ｱ) 利用しやすい資料提供サービス  

ａ  閲覧サービス  

４  施設活動計画  
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・利用者が必要とする情報を効率的かつ的確に探し出

せる情報検索端末を設置します。  
・情報検索端末は，多機能で検索効率に優れたものと

するとともに，シンプルで使いやすいものにします。 

・探しやすい排架
※１１

にします。  

・利用者が探し出した図書館資料をその場で閲覧でき

るようにします。  

・図書館資料の開架
※１２

・閉架
※１３

への適切な選別を行い，常

時，適切な書架
※１４

を保ちます。  

・静かに読書ができるようにします。  

・くつろいで読書が楽しめるようにします。  

・誰もが読書活動を行えるように，大活字本
※１５

，録音資

料，拡大
※１６

読書器等の読書関連機器等の充実を図りま

す。  
・インターネットの利用が可能なパソコンを設置しま

す。  

・無線
※１７

ＬＡＮアクセスポイントを設置し，利用者が持

参したパソコンにより，インターネットサービスが

受けられるようにします。  
ｂ  貸出・返却サービス  

 ・職員による貸出カウンターでの貸出しのほかに利用

者 が 自 分 で 貸 出 処 理 が で き る 自 動 貸 出 機 を 設 置 し

ます。  

 ・利用者が手軽に返却手続をとれるようにします。  

 

(ｲ) 利用者のニーズにあった情報提供サービス  

ａ  レファレンス
※１８

・サービス  

・調査，研究を始め，利用者が求めるさまざまな事項

について，必要な図書館資料の紹介やその使い方，

資料検索及びインターネット等を用いた情報収集に

関するアドバイス等の支援を実施します。  
 ｂ  利用案内  
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・来館目的や利用形態にあった図書館施設の活用の仕

方を案内します。  
 

(ｳ)  非来館者へのサービス  
ａ  学校図書館支援サービス  

・市内の学校での調べ学習支援，団体貸出，集配等，

学校図書館への支援を行います。  
・学校図書館と蔵書検索システムの共有化等を検討し

ていきます。  
ｂ  配送サービス  

・図書館に来館しにくい方への配送サービスを行いま

す。  

ｃ  図書館ホームページ
※１９

の充実  
   ・ 図書館からの定期的な情報発信や利用者が書き込む

ことのできる掲示板等，図書館と利用者とがコミ
※２０

ュ

ニケーションをはかれるようなホームページを目指

します。  
・予約状況の表示や検索システムの充実を図ります。  

 

イ  連携による特色あるサービスの展開  

  新 中 央 図 書 館 の 建 設 候 補 地 で あ る 柏 駅 前 に は 多 く の 商 業

施設等があります。さらに，柏市内には他に例を見ないよう

な特徴ある機関が存在しています。限られた財源の中で，新

中央図書館が魅力ある図書館サービスを展開していくには，

柏市に存在している各種施設や機関等と連携していくことが

必要です。それにより，新中央図書館のみでは展開すること

ができない幅広い情報や資料の提供を効率的に行っていくこ

とが可能となります。新中央図書館では，限られた財源の中

で柏市内の貴重な各種施設等と連携し，柏市らしい図書館サ

ービスを行っていきます。  

現在，次のようなことを考えています。  
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(ｱ) 柏駅前の商業施設等との連携によるサービス  

・柏駅前に立地している商業施設や周辺商店会等と連携

したイベント等の開催  
・柏市民活動センター，かしわインフォメーションセン

ター，柏市社会福祉協議会等と連携による，さまざま

な情報の提供や市民活動の促進  
・商工会議所等が実施する経営相談等との連携による，

ビジネス支援体制の強化  
(ｲ) 柏市内の特徴ある機関等との連携によるサービス  

・東葛テクノプラザや東大柏ベンチャープラザとの連携

による，ビジネス関連支援サービスの展開  
・柏レイソルを始め柏市内を本拠地として活動するＪＯ

ＭＯサンフラワーズ（女子バスケットボールチーム），

柏エンゼルクロス（女子バレーボールチーム），積水化

学女子陸上部に関連したスポーツ図書の展示等の提携

コーナーの設置  
・道の駅しょうなん，手賀の丘公園等の関連資料の備え

置き  
 

ウ  ボランティア団体等を情報等により支援  

  柏市では，まちづくりに関する市民活動や図書館における

ボランティア活動等が活発に行われています。それらは，時

代とともに変わっていく活動もあれば，そうでないものもあ

ると思われます。新中央図書館は，そのようなさまざまな活

動を展開している団体等が必要とする情報や資料の充実をは

かり，活動の支援を行っていきます。  

(ｱ) ボランティア等活動支援サービス  

・図書館に関連するボランティア団体が集会，研修，活

動をするためのスペースを提供します。  
・図書館に関連するボランティアスタッフの育成活動を

支援します。  
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(ｲ) 市民活動支援サービス  

  ・柏市民活動センターと連携・協力を図り，市民活動を

行おうとする方たちや行っている方たちが必要とする

資料や情報を備え置くことで活動の支援を行います。  
 

(3) 運営体制  
図書館では，市民の求める多様なニーズに応える図書館サー

ビスの実施が求められる一方，限りある財源の効率的な活用や

費用対効果の検証も行っていく必要があります。それらを総合

的に調整し，実施していくための運営体制を整備し，市全体の

図書館機能の向上を図っていく必要があります。  

新中央図書館においては，「３  新中央図書館整備の基本方

針（８ページ）」を踏まえながら，次のとおり，運営体制を整備

していきます。  

 

ア  利用者ニーズに応えるスタッフの配置と育成  

図書館は，さまざまな利用者のニーズに応えていく必要があ

ります。新中央図書館では，図書館法等に定める調査研究への

支援やレファレンス・サービス，時事情報の提供等を的確に行

うスタッフを配置するとともに，その育成を目的とした研修等

を充実していきます。  

 

(ｱ) 幅広い知識，高度かつ専門的な知識を有するスタッフの

配置  

  新中央図書館は，利用者のさまざまな課題を解決してい

くため，幅広い知識や高度かつ専門的な知識を有するスタ

ッフが必要となります。そこで，利用者からの相談に対し，

適切な資料の紹介や情報提供ができるスタッフを配置しま

す。  

また，特定の分野に関して高度かつ専門的な知識を有す

るスタッフを定期的に配置し，より複雑な課題にも適切に

対応できる体制を整備していきます。  
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・特定の分野に関し，関係機関との連携により図書館外

部の人材の活用を図り，専門的な知識を有するスタッ

フを配置します。  
(ｲ) 図書館スタッフの育成  

  良質なサービスを提供し続けるためには，スタッフの成

長が欠かせません。そこで，新中央図書館では，図書館ス

タッフ及び市民ボランティアへの定期的な研修を実施しま

す。  

・図書館スタッフに対しては，レファレンス能力の向上

等を図るための研修を行います。  
・ボランティアスタッフに対しては，さまざまな研修や

新たなボランティアを募るための支援等を実施します。 
 

イ   図書館サービスを効率的に展開していくための体制整備  

  図書館は図書館法において入館料その他図書館利用に対す

るいかなる対価をも徴収してはならないと定められています。

そのような中で，新中央図書館においては，限られた財源の

中で充実した図書館サービスを展開していくために図書館サ

ービスの効率的な展開やその評価，分館の効率的な活用等を

行うための体制を整備していきます。  

(ｱ) マネジメント
※２１

サイクルの構築  

図書館の運営をより効率的なものとするためには，目標

を明確に設定し，図書館サービスを実施するとともに，資

源の投入に対する結果を評価し，再度それを目標設定や計

画策定に結び付けていく必要があります。そこで，新中央

図書館においては，貸出冊数や利用者数，来館者数，市民

満足度等といった図書館の運営状況を図る指標を設定し，

目標の達成を目指し，効率的に資源を投入するとともに客

観的に評価を行います。  
また，市民満足度の把握に当たっては，図書館を利用し

ていない市民も潜在的な利用者と捉え，各種調査を実施し

ます。  
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(ｲ) 開館時間等に関する方針  

柏駅前という利便性の高い立地であることから，さまざ

まな市民の利用を想定し，多くの人が利用しやすい開館日

数及び開館時間であることが必要です。一方で，開館日数

及び開館時間を拡大することは，書架の点検や排架作業，

蔵書点検等の作業時間の減少を招くとともに人件費や施設

の維持管理等のコストも増加します。利用者の利便性を確

保するとともに，一定の図書館サービスの水準を維持し，

あわせて維持管理や運営に要するコストの抑制をはかりな

がら，開館日数及び開館時間を定めます。  

ａ  開館可能日数  

開館可能日数は，特別整理期間，館内整理日，年末

年始を除いた日数となります。  

※現在の図書館本館の休館日は，次のとおりです。  

１  月曜日（月曜日が国民の祝日に関する法律第

３条に規定する休日（以下「休日」という。）

に当たるときを除く。）  

２  １月１日から同月４日まで及び１２月２８  

日から同月３１日まで  

３  特別整理期間（年間１４日以内で館長が別に

定める日）  

ｂ  開館想定時間  

       開館想定時間は，平成１８年度に実施した市民アン

ケート調査等を参考に，市外勤務の勤労者等が仕事帰

りに利用できる時間を想定します。  

※現在の図書館本館の開館時間は，午前９時３０分

から午後５時までです。ただし，水曜日，木曜日

又は金曜日であって休日に当たらない日は，午前

９時３０分から午後７時までです。  

ｃ  開館日数及び開館時間に関する方針  

・開館日数及び開館時間は，開館可能日数及び開館

想定時間を目標とします。  
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       ・開館日数及び開館時間は，利用者の利便性の確保

と一定のサービス水準の維持，そしてコストの抑

制のバランスを図りながら決定します。  

     ・目標とする開館日数や開館時間を満たさない部分

については，インターネット等の活用や新中央図

書 館 以 外 の 場 所 で の 貸 出 及 び 返 却 手 続 等 の サ ー

ビスを充実させることにより，休館時の対応を図

ります。  

 

(ｳ) 分館の効率的な活用  

  現在，柏市内には１６分館があります。柏市全体の図書

館サービスを充実させていくためには，柏市の貴重な財産

である分館との役割分担を定め，分館の活動を支援すると

ともに，分館を効率的に活用していくことが必要です。  

ａ  新中央図書館と分館の役割  

現在の柏市立図書館では，分館は地域における図書館

資料の入手の場として，身近な資料を中心に収集し，本

館は分館を支援するという役割分担となっています。し

かし，現在の連絡車による配送システムは，時間がかか

り，円滑な図書や業務用資料の配送ができない等といっ

た課題があります。  
本館と分館に求められる役割は，本館は図書館事業全

体のコントロール
※２２

基地として，分館は本を読む喜びやさ

まざまな情報を提供する「身近な図書館」として位置付

けていますが，新中央図書館の整備に伴い，分館の利用

形態等も，今後変化する可能性があることから，状況を

見ながら，新中央図書館と分館の役割分担を検討します。 
なお，今後，新中央図書館及び分館の機能分担につい

て検討を進めていくに当たっては，新中央図書館の分館

支援体制を強化するとともに，新中央図書館の活動を市

内各地に広げていく地域における拠点として位置付けて

いくことが考えられます。  
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また，いくつかの分館を地域を統合する地域館として

整備すること等も検討し，適切な業務分担となるよう調

整していくことも考えられます。  
 

図表３：本館と分館の役割図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ  分館の支援と効率的な管理  

分館の支援と効率的な管理に当たっては，次の点に留

意します。  
(a) スムーズな蔵書，業務資料の流通  

集配拠点を設ける等，蔵書の集配の最適化を図り，

スムーズな集配を行います。  

また，学校図書館もあわせて行うことを検討します。 

……分 館  分 館 分館

…  分 館  

従来の図書館網 

新たな図書館網（案） 

分 館

… …  

案①：中央館が分館支援を一括して行う 案②：分館の一部を地域館とする 

中 央 館 の 分 館 支 援 体 制 を 強 化 し ，

全 て の 分 館 に 対 す る 支 援 を 行 う 。

特 定 の 分 館 を 分 館 支 援 の た め の

拠 点 と 位 置 付 け ，集 配 や 調 整 業 務

を 行 う 。  

分 館 の 支 援 拠 点 の 一 元 化 に よ り ，

情 報 の 集 約 や コ ス ト の 抑 制 が 可

能 と な り ま す 。  

分 館 の 支 援 拠 点 が 増 加 す る こ と

に よ り ，迅 速 な 集 配 や 地 域 特 性 の

把 握 が 可 能 と な り ま す 。  

分 館 支 援 の た め の ス タ ッ フ や 作

業・保 存・集 配 ス ペ ー ス 等 多 く の

人 的・物 的 資 源 が 新 中 央 図 書 館 内

に 必 要 と な り ま す 。  

地 域 館 の 整 備 に 伴 い ，人 的 コ ス ト

が 増 加 し ま す 。  

 

地域館 地域館 

中央館 中央館 

本 館

デ
メ
リ
ッ
ト 

メ
リ
ッ
ト 
特

徴

 

分 館  分 館 分 館 分 館 分 館 分 館  分 館
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(b)  適切な資料計画  
図書の購入に際しては，各館の役割に応じた資料の

収集を目指し，複本数を最小限にとどめ，全館を通じ

て幅広い資料の収集を目指します。  
 (c) 分館支援システムの導入  

   ・一括発注システムの導入等，新中央図書館と分館と
を一体的に管理できるシステムを導入します。  

  ・ 新 中央図書館スタッフと分館スタッフとが円滑に連

絡調整を行えるシステムを導入します。  
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図表４：学校図書館及び分館配送ルート  
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(ｴ) 情報技術の活用  

ＩＣタグ
※２３

を利用した情報や資料の管理等，最新の情報技

術を有効に活用することで，定型的作業の機械化を図り，

人的作業の省力化を図ります。  
また，電算システム等の検証を行い，分館の支援体制の

整備と効率的な活用を目指します。  
ａ  ＩＣシステムの活用  
  ・自動貸出機を導入します。  
  ・図書館に返却された図書館資料を自動で種類や中央

館，分館等の分類で仕分けることが可能な自動返却

仕分け機の導入を検討します。  
  ・利用者が事前に予約した図書館資料については，予

約本のみを置く予約棚に排架し，予約をした利用者

が 予 約 本 を 簡 単 に 見 つ け ら れ る セ ル フ 予 約 棚 を 導

入します。  
 ・書庫の省スペース化，出納業務の迅速化，効率化等

を図るため，自動化書庫を導入します。  
ｂ  最 新 の 情 報 技 術 を 活 用 し た 柏 市 ら し い サ ー ビ ス の

提供  
  ・柏市に関する地域の伝統，文化の継承等をアーカ

イブ化し，提供します。  
  ・市民参加型の地域発信の仕組みを構築し，市民の

手によって，現在の柏市の様子や情報がリアル
※２４

タ

イムに更新されていく仕組みを検討します。  
(ｵ )  新たな収入源  

図書館で提供されるサービスは図書館法に基づき無償を

原則としていますが，柏市の財政状況等を考慮すると，新

たな収入源を確保することも必要であると言えます。  
そこで新中央図書館においては，図書館法の図書館とし

て整備することを前提とした上で，図書館が発行する印刷

物や所有する財産を広告媒体として広告主を募り，財源の

確保を図ること等について検討します。  
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ウ  市民との協働
※２５

による図書館運営  
時代の変化とともに図書館が市民に愛され，市民とともに

成長していくためには，図書館運営における市民との協働は

不可欠であることから，図書館業務の一翼を担うボランティ

ア（排架業務，装備業務等）や地域の特色や歴史，観光情報

等に関する専門性の高い知識を有する人材やＮＰＯ
※２６

団体等と

の協働を検討します。  
 

(4) 資料計画  

図書館の蔵書構成は，図書館サービスの展開や図書館の運営

と密接に関わっています。蔵書を構成していくに当たっての基

本的な考え方を集約したものが収集方針です。図書館を利用す

る者にとって，蔵書構成や収集方針は，図書館から受けられる

サービスを知る目安となってきます。  

新中央図書館においては，蔵書冊数は基本構想に基づき，約

５７０，０００冊を将来的な目標冊数とした上で，「３  新 中

央図書館整備の基本方針（８ページ）」を踏まえながら，次の

とおり，資料計画を定めます。  

 

ア  利用者のニーズに応える資料の整備  

  資料の収集に当たっては，充実した図書館サービスを展開

していくため，利用者のさまざまなニーズに応えるための図

書や雑誌の充実を図るとともに柏市の市立図書館として，郷

土資料や行政資料等多様な資料の整備に努めます。  

また，資料に関する利用状況の調査等を実施し，利用者の

ニーズに合った資料や情報を効率的に収集します。  

 

(ｱ) 蔵書の充実  

さまざまな市民ニーズに応じて図書館サービスを展開し

ていくに当たっては，それを支える資料の充実が必要とな

ります。新中央図書館では，柏市の図書館全体における資

料計画を検討し，幅広い資料の収集を目指します。  
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また，市民が必要とする資料や情報には，常に変わらな

いものと，時間とともに変わっていくものとがあります。

蔵書の充実に当たっては，保存すべきものは保存するとと

もに，限られた財源の中で積極的に更新していきます。  

・分館と平成２０年度夏の開館を目指し整備を進めてい

るこども図書館とを含め，柏市の図書館全体を視野に

入れ，効率的に蔵書を構成します。  

・視聴覚資料の収集を強化します。  
・児童書及び育児書の収集を強化し，こども図書館の運

営を支援します。  
・団塊の世代を対象とした生涯学習関連資料等の収集を

強化します。  
・勤労者等を対象としたビジネス関連図書・雑誌の収集

を強化します。  

・地域に居住する外国人等を対象とした外国語資料の収

集を強化します。  

(ｲ) 柏市に関する資料の充実  

新中央図書館は，柏市の情報拠点の核として，柏市に関

するさまざまな資料や情報を収集します。柏市の伝統的な

文化や歴史に関する情報を収集すると同時に，裏カシ
※２７

や路
※２８

上ライブ等に代表される現在の柏文化に関する情報も収集

することで，柏の文化を，過去から現在，そして未来へと

つなげていきます。  

(ｳ) 市民活動を支援するための資料の充実  

さまざまなボランティア活動やＮＰＯ活動，子ども会，

福祉団体等のまちづくりに関わる団体を支援するための資

料を収集します。  

(ｴ) マーケティング
※２９

データに基づく資料の収集  

利用統計やアンケート等のマーケティングデータを定期

的に収集し，分析を行い，利用実態や市民ニーズに即した

資料の収集を行います。  
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イ  柏市内の知の資源等との情報の共有  

  利用者の求める資料や情報は，幅広く，さまざまな分野に

渡り，莫大な量に及びます。それらを，新中央図書館のみで

収集し，整理し，保管し，利用に供することは，資料を収集

するための財源においても，また，資料を保管するスペース

においても，困難です。  

  柏市には，特徴的な情報や資料を有する機関が存在するこ

とから，資料計画においても，マネジメント意識をもち，そ

れらと資料に関する情報の共有化を図り，効率的に利用者に

情報を提供していきます。  

(ｱ) 大学との連携  

柏市内には，東京大学柏キャンパス，二松学舎大学，日

本橋学館大学及び麗澤大学の４校の大学の図書館がありま

す。  
新中央図書館の蔵書構成の検討に当たっては，専門的な

資料を有する大学の図書館と連携し，ネットワーク化を進

め，資料に関する情報の共有化を図ります。  
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図表５：柏市内の大学の図書館の蔵書の主な特徴について  

大学名 蔵書の特色 

東京大学 

柏キャンパス 

・自然科学系の雑誌のバックナンバー約２２万冊を自

動化書庫に集めている。開架図書は生命科学，環境

学等の理工学系専門書を中心に約２.５万冊。 

・大学院生，研究者，教員向けの蔵書構成であり，今

後も自然科学中心となるが，環境系や経済系も揃え

る予定。 

二松学舎大学 

・国文学，中国文学，中国哲学，書道，政治，経済，

法律等の専門図書。 

・海外の新聞は９紙。 

・ベストセラー，文庫本，まんが等は購入しない。 

日本橋学館 

大学 

・心理，経済学，美術，英米文学，フランス文学，日

本文学等の専門書を，７～８万冊所蔵。 

・心理学系や日本文学の古典，フランス文学，そして

美学芸術関係のコレクションがある。 

・小説や文庫本も所蔵リクエストに応えて，人気の読

み物等も用意している。 

麗澤大学 

・大学のカリキュラムに沿った専門書を揃えている。

・外国語と経済関係図書が中心。 

・ビジネスエシックス関係の図書が充実している。 

・和書のほかに，中国語図書が１７％，洋書が２３％

ある。 

 

(ｲ) 柏市内の他機関等との連携  

かしわインフォメーションセンター等との連携について

は，各機関が有する情報やデータの提供を受け，それらを

新中央図書館において，市民へ提供していくことを検討し

ます。  
ウ  さまざまな媒体の資料・情報の収集  

時代の変化に伴い，電子媒体による各種資料や情報の普及

が進んできています。新中央図書館では，より利用しやすい

環境を整備するため，紙媒体及び電子媒体の資料を効率的に

組み合わせて収集します。なお，ＣＤやＤＶＤ等を始めとす

る視聴覚資料については，原則として，娯楽性の高い資料は

収集せず，生活上の問題解決に資する資料を中心に収集しま

す。  
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 (1) 施設整備の基本方針  

 

新中央図書館の施設整備に当たっては，情報拠点の核として，

世代や市域を超えて多くの人々が資料・情報に触れ，発見し，

感動し，継承し，新たな情報文化の発展に寄与していくことを

目指していきます。  

 

施設の主な要素として，静かに読書をする「静」のスペース，

図書館の資料を用いながら，パソコンで作業を行ったり，仲間

や親子と共同作業をしたりする「賑」のスペース，市民の交流

や研修等から市民の活動につながる「動」のスペースを組み合

わせ，利用者の多様なニーズに対応します。  
新中央図書館においては，「３  新 中央図書館整備の基本方

針（８ページ）」を踏まえながら，次のとおり，施設を整備し

ていきます。  
 

 

 

誰もが気軽に快適に利用できる図書館を目指し，書架の間隔

や高さ，カウンターからの視線，トイレの位置，駐車場からの

動線に至るまで，ユニバーサルデザイン
※３０

の導入を図ります。  
また，利用者の利便性の向上を図るための案内や表示にも十

分配慮します。   
 

 

 

周辺商業施設との連携を想定したスペースや市民活動の促進

及 び 生 涯 学 習 と し て の 拠 点 性 を 考 慮 し た ス ペ ー ス を 確 保 し ま

す。  
分館の支援，団体貸出のスペースを確保します。  
 

快適な空間の提供  

他機関等との連携及び支援  

５  施設整備計画  
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将来の空間構成や設備変更等，柔軟な対応が可能となるよう，

可動性のある作りに配慮し，技術革新や運用上の更新ニーズに

対応することが容易な施設とします。  
また，自然光や自然換気を最大限に活用する等，環境にも配

慮できるようなスペースづくりを心掛けます。  
 

 

(2)  ゾーニング
※３１

 
柏 駅 東 口 Ｄ 街 区 第 一 地 区 第 一 種 市 街 地 再 開 発 事 業 に お い て

整備される再開発ビルの中層階に位置します。  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

フレキシブルな施設空間  

｢動｣のフロア－  

｢賑｣のフロア－  

｢静｣のフロア－  
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静かな空間構成とし，ゆっ

たりと読書ができる空間イ

メージ 

｢静｣のフロア－  

｢賑｣のフロア－  

パソコン等が可能なデジタ

ル媒体と紙媒体の融合空間

とし，グループ学習ができ

る空間イメージ 

｢動｣のフロア－  

交流・情報部門を中心に展

開し，交流から活動へつな

げる空間イメージ 
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(3) 各部門計画      
 
 

 

コンパクト
※３２

で身近な総合案内  

コーヒーを飲みながら本を読める空間イメージ  

 

レセプション
※３３

スペース       

エントランススペース            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
・図書館内の総合案内  
・新聞・雑誌等の閲覧スペース  

・飲食可能な交流用のカフェテリア
※３４

 
・フレキシブル

※３５

な交流スペース    他  
 

 

図書館への導入部門   
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用途に応じたゆとりある閲覧席  

フロア全体を見渡せる快適な空間イメージ  

 

貸出・返却スペース        
一般開架スペース         
レファレンススペース       
行政・郷土スペース        
学習スペース           
児童開架スペース         
障がい者・外国人等サービススペース  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・一般用カウンターと低カウンター  

・利用案内のための掲示スペース  
・自動貸出機  

・ゆとりある閲覧席，ベンチ・スツール
※３６

 
・パソコン利用スペース  
・フレキシブルな学習スペース  
・児童専用の閲覧スペース  

・音訳
※３７

・対面
※３８

朗読サービスのためのスペース   他  

開架部門   ～２０万冊の開架図書～  
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情報拠点の核として，さまざまな活動を生み出すフレキシブ

ルな交流スペース  

まちの元気の源，活気あふれる空間イメージ  

 

交流スペース           

集会・研修スペース        

ボランティアスペース         

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・児童サービス等ができる交流スペース  

・図書館ボランティア及び市民活動スペース  
・講座・上映会等を開催するスペース     他  
 

 
 

交流・情報部門   ～知識から交流，そして行動へ～
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自動化書庫と可動式集
※３９

密書庫の併用型  

 

書庫スペース              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・機械式の自動化書庫システム  
・自動化書庫システムとは別の集密書庫  
・倉庫               他  

 
 
 
 

書庫部門   ～４０万冊の収容能力～  
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学校図書館との連携の拠点  

分館等の集配サービスの拠点  

 

管理・運営スペース        

館外サービススペース         

 

 

 

 

 

 

 

 
・オープンな形状のオフィス  
・外部支援及び集配準備等作業スペース他  

  

 

 

その他・共用スペース             

 
 
 
 
 
 
 
・一時保管のロッカー  
・多目的トイレ  
・利用者用・業務用エレベーター   他  

管理部門   ～連携の拠点～  

共用部門   
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(4) 施設構成内容  

図書館対象延床面積：６，０００㎡程度  

対象フロア－    ：中層階の３層  

開架冊数      ：約２０万冊  

閉架冊数能力    ：約４０万冊  

座席数       ：３５０席～４００席  

事業費       ：４０億円～５０億円  

再開発ビルの構成  ：商業施設，医療関係施設，公益施設  
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(1) 事業手法の検討  

 

ア  事業手法検討に際しての基本的考え方  

新中央図書館の整備・運営を行うための事業手法に関しては，

「柏市事業手法選択ガイドライン
※４０

（以下「ガイドライン」とい

います。）」を踏まえ，以下の考え方に沿って検討を進めます。 

(ｱ) ＰＰＰ
※４１

導入の目的及び期待する効果  

ガイドラインにおいては，柏市におけるＰＰＰ導入の目的

及び期待する効果を以下のように定めています。  

 

図表６  ＰＰＰ導入の目的及び期待する効果（政策面）  

目 的 及 び 期 待 す る 効 果  趣 旨  

市 民 参 加 型 の 行 政

運 営 の 推 進・新 し い

官 民 の 役 割 分 担 の

構 築  

Ｐ Ｐ Ｐ の 導 入 に よ っ て ， こ れ ま で 行 政 が 主 体 と

な っ て 行 っ て き た サ ー ビ ス の 在 り 方 を 見 直 し ，

多 様 化 ・ 高 度 化 す る 市 民 の 行 政 ニ ー ズ や 行 政 課

題 に 対 応 す る た め ， 市 民 や Ｎ Ｐ Ｏ ， 民 間 企 業 等

さ ま ざ ま な 主 体 に よ る 発 想 や ア イ デ ア が 活 か さ

れ る よ う 市 民 参 加 型 の 行 政 運 営 を 推 進 し ， 新 た

な 官 民 の 役 割 分 担 を 構 築 し ま す 。  

良 質 な 公 共 サ ー ビ

ス の 提 供  

 

Ｐ Ｐ Ｐ の 導 入 に よ っ て ， 硬 直 的 ・ 画 一 的 に な り

が ち な 公 共 部 門 に よ る 公 共 サ ー ビ ス の 提 供 か

ら ， 民 間 の 専 門 的 な 知 識 や 技 術 ， 柔 軟 で き め 細

や か な サ ー ビ ス 提 供 能 力 や 経 営 感 覚 を 活 用 す る

こ と に よ り ， よ り 質 の 高 い 公 共 サ ー ビ ス の 提 供

を し ま す 。  

政

策

面 

職 員 の 意 識 改 革  

 

Ｐ Ｐ Ｐ の 導 入 に は ， こ れ ま で 以 上 に 政 策 立 案 や

監 視 業 務 の 能 力 向 上 が 求 め ら れ る と と も に ， 民

間 の 能 力 を 活 用 す る た め の 新 し い 知 識 や 能 力 の

習 得 が 必 要 と な り ， 従 来 の 制 度 や 慣 習 に と ら わ

れ な い 考 え 方 や 協 働 と い う 考 え 方 が 醸 成 さ れ ，

職 員 の 意 識 改 革 が 図 ら れ ま す 。  

 
 

６  整備に向けて  
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図表７  ＰＰＰ導入の目的及び期待する効果（財政面）  

 

 

(ｲ) ＰＰＰ導入の対象事業  

ガ イドラインにおいては，『民でできるものは民に委ねる

等行政の役割を見直す』との観点から，「柏市が担う業務」を

以下のように位置付け，それ以外の業務についてはＰＰＰ導

入の可能性を積極的に検討することを定めています。  

 

(ｳ) 柏市が担う業務  

ＰＰＰ導入の検討に当たっては，次の業務に該当するこ

とが求められています。  

・市民が求め，地域にふさわしい政策が何かを考え，提

案する業務  

・より効果的に，効率的に，そして質の高いサービスを

提供できるような環境を整えるとともに，サービスの

提 供 方 法 を 考 え た り ， そ の 提 供 さ れ る サ ー ビ ス を 監

視・指導したりする業務  

 

 

目 的 及 び 期 待 す る 効 果  趣 旨  

財 政 負 担 の 縮 減  

 

Ｐ Ｐ Ｐ の 導 入 に よ っ て ，民 間 の 資 金 や 経 営 能 力

及 び 技 術 的 能 力 等 を 活 用 す る こ と に よ る 直 接

経 費（ 公 共 サ ー ビ ス の 提 供 に あ た っ て の 事 業 費

等 ）及 び 間 接 経 費（ 職 員 の 労 務 費 等 ）の 削 減 が

図 ら れ ま す 。さ ら に ，公 共 サ ー ビ ス の 範 囲 を 見

直 し た 結 果 ，低 未 利 用 と な る 公 共 資 産 を 有 効 活

用（ 私 有 地 の 貸 付 や 売 却 等 ）し て い く こ と に よ

り ， 新 し い 財 政 収 入 が 得 ら れ る よ う に な り ま

す 。  

財

政

面 

財 政 負 担 の 平 準 化  

 

Ｐ Ｐ Ｐ の 導 入 に よ っ て ，こ れ ま で は 公 共 施 設 等

を 建 設 す る 場 合 に 多 額 の 初 期 投 資 （ 財 政 負 担 ）

が 発 生 し て い た の に 対 し ，中 長 期 に わ た る 事 業

期 間 全 体 を 通 じ て サ ー ビ ス の 対 価 を 払 う こ と

も 可 能 と な り ， 財 政 負 担 の 平 準 化 が 図 ら れ ま

す 。た だ し ，中 長 期 の 契 約 が 多 く な り す ぎ る と ，

財 政 の 硬 直 化 に つ な が る 可 能 性 も あ る た め 慎

重 な 検 討 が 必 要 と な り ま す 。  
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また，上記に加え，（ ｱ）に掲げるＰＰＰ導入の目的及び効

果を実現できる可能性があること，本市が直接実施するべき

業務であるかどうか等も，ＰＰＰ導入を検討する事業の条件

となります。  

これらの条件に沿って新中央図書館の特性を整理し，下表

においてＰＰＰ導入を検討する事業としての適合性を検証し

ました。  

 

図表８  ＰＰＰ導入を検討する事業としての適合性の検証  

柏 市 が Ｐ Ｐ Ｐ 導 入 を 検 討

す る 事 業 の 条 件  

新 中 央 図 書 館 の 事 業 特 性  条 件 へ の  

適 合 性  

（ Yes /N o）

公 共 サ ー ビ ス に 係 る 政 策

の 立 案 ， ル ー ル ・ メ イ キ

ン グ 及 び モ ニ タ リ ン グ
※４２

の

役 割 で は な く ， 公 共 サ ー

ビ ス の 提 供 や 行 政 の 内 部

管 理 業 務 の 支 援 等 に 関 わ

る 業 務 で あ る 。  

・ 新 中 央 図 書 館 は ，「 人 と 情 報 を つ な

ぐ ・ 人 と 人 を つ な ぐ 」 情 報 拠 点 の 核 と

し て ， 市 民 に 対 す る 直 接 の 図 書 館 サ ー

ビ ス の 提 供 や ， 分 館 及 び そ の 他 教 育 機

関 等 の 支 援 ， 連 携 等 を 目 的 と し て 整 備

さ れ る 施 設 で あ る 。  

Yes 

Ｐ Ｐ Ｐ 導 入 の 目 的 及 び 期

待 す る 効 果 を 実 現 で き る

可 能 性 の あ る 業 務 で あ

る 。  

・ 図 書 館 本 来 の サ ー ビ ス を 確 実 に 行 う

と と も に ， 柏 市 独 自 の サ ー ビ ス を 展 開

す る 。（ 良 質 な 公 共 サ ー ビ ス の 提 供 ）  

・ 市 民 と の 連 携 や 活 動 支 援 を 行 い な が

ら ，市 民 と と も に 成 長 す る 。（ 市 民 参 加

型 の 行 政 運 営 ）  

・ 図 書 館 サ ー ビ ス の 提 供 を 担 え る 民 間

企 業 が 存 在 す る 。（ 新 し い 官 民 役 割 分

担 の 構 築 ）  

・ 経 営 意 識 を も っ た 効 率 的 な 図 書 館 運

営 を 目 指 す 。（ 職 員 の 意 識 改 革 ）  

・ 施 設 整 備 に 当 た っ て 多 額 の 初 期 投 資

が 発 生 す る 。（ 財 政 負 担 の 縮 減 ， 平 準

化 ）  

Yes 

性 質 上 ， 本 市 が 直 接 実 施

す る べ き 業 務 で は な い 。  

・ 図 書 館 の 整 備 ・ 運 営 事 業 に お け る 指

定 管 理 者 制 度 や Ｐ Ｆ Ｉ 事 業 の 先 行 事 例

が 存 在 し ， 適 正 な 契 約 管 理 ・ モ ニ タ リ

ン グ が 可 能 で あ る 。  

・ 図 書 館 は 地 方 公 共 団 体 以 外 の も の に

あ っ て も 設 置 す る こ と が で き る 。  

・ 本 市 の 設 置 し た 図 書 館 の 運 営 に あ っ

て は ， 特 に 本 市 が 直 接 行 う べ き と の 法

令 上 の 定 め は な い 。  

Yes 

 

-39- 



  

 

上記のとおり，ガイドラインに掲げられる一定の要件を満

たすことから，新中央図書館の整備及び運営事業（以下「本

事業」といいます。）は，ＰＰＰ導入を検討する事業として位

置付けられます。  

なお，本事業はガイドラインにおける「施設整備を伴う事

業」に分類されます。  
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エ  施設の整備に係る事業手法の検討  

ガイドラインにおいては，ＰＦＩ
※４３

事業選択の可能性を判断す

る基準として「一定以上の事業規模が確保され，性能発注・Ｖ

Ｅ提案や一括発注による効果が見込まれること」を第１条件と

して挙げています。  

(ｱ) 事業規模  

一般的にＰＦＩ事業は，官民双方における手続の時間や

人件費等の事務コストが大きくなる傾向があるため，一定

以上の事業規模が確保される必要があります。  

本事業においては，保留
※４４

床の取得は市が直接事業として

実施するため，ＰＦＩ事業を導入する場合に民間資金を用

いて整備する範囲は内装設計，施工，家具及び備品等の調

達並びにシステム調達の範囲となりますが，ガイドライン

に定める「イニシャル
※４５

コスト１０億円若しくはランニング
※４６

コスト１億円以上／年」の基準は満たすと想定されます。

ただし，民間資金を活用することによる財政的なメリット

については，以下の視点から慎重に判断する必要がありま

す。  

ａ  資金調達コスト  

ＰＦＩを導入して民間資金を活用した場合は，市が起

債する場合と比較して，金利が割高となる傾向にありま

す。  
また，将来的に金利が上昇するリスクも考慮する必要

があります。本事業の場合は施設整備が内装工事のみで

あり，事業費の規模が比較的小さいことから，民間ノウ

ハ ウ を 活 用 し た と し て も 大 幅 な コ ス ト 削 減 に つ な が る

とは考えにくいため，民間資金を活用するとかえって割

高となる可能性があります。  
ｂ  財政負担の平準化  

一般的に，ＰＦＩ事業を導入して民間資金を活用した

場合は，資金調達に係るコストとは反対に，市にとって

の財政負担の平準化というメリットが期待できます。  
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ただし，本事業の場合は通常の建設工事に比べ事業費

が比較的小規模であり，起債等の活用によって対応する

ことも考えられるため，平準化の必要性については将来

的な市の財政状況を見据えて判断する必要があります。  
 

図表９  資金調達コストの検討  

Ｐ Ｆ Ｉ 事 業 選 択 の

条 件  

新 中 央 図 書 館 の 事 業 特 性  判 断 基 準 へ の

適 合 性  

（ Yes /N o）  

一 定 以 上 の 事 業 規

模 が 確 保 さ れ る 。  

（ 民 間 資 金 を 活 用 で き る 範 囲 の ）

イ ニ シ ャ ル コ ス ト は 10 億 円 以 上

と な る こ と が 見 込 ま れ る 。  

・ 資 金 調 達 コ ス ト が 割 高 と な る  

・ 財 政 負 担 の 平 準 化 が 可 能 と な

る 。  

Yes 

た だ し ，財 政 的

メ リ ッ ト に つ

い て は 慎 重 に

検 討 す る 必 要

が あ る  

 

 

 (ｲ) 性能発注・ＶＥ
※４７

提案や一括発注による効果  

一般に，ＰＦＩ事業の場合は設計段階から運営に関する

ノウハウを活用できるため，民間事業者の創意工夫に基づ

き，運営業務の効率化を見据えた設計・施工が可能となり

ます。  

本事業において期待できる効果については，以下の視点

に基づき慎重に検討する必要があります。  

 

ａ  コスト削減効果  

 施 設 の 内 装 設 計 は 建 物 全 体 の 建 築 条 件 に よ っ て 制 約

を受けることから，通常の新規施設整備に比べ，ＶＥ提

案 や 一 括 発 注 に よ る コ ス ト 削 減 の 効 果 は 十 分 に 見 込 ま

れないと考えられます。  
 

ｂ  スケジュールに関する課題  

 ＰＦＩ事業により実施した場合，事業のスケジュール

を考慮すると以下の課題が想定されます。  
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・ＰＦＩ事業者を選定するためには事業実施方針の公表

から民間事業者との契約まで１年半から２年程度の期

間を要するため，建物本体の基本設計及び実施設計と

並行して施設の内装設計を進めることが困難となりま

す。  

・民間事業者が内装工事を行う場合，事業契約によって

保留床引き渡しの時期を明確に設定する必要がありま

すが，再開発事業の建築工事に関して遅延や何らかの

トラブルが発生した場合のリスク
※４８

は市が負う必要があ

ります。  

・新中央図書館においては，サービスの在り方や施設活

動内容に基づいてさまざまな仕様の提案を受けられる

可能性があるため，内装設計において性能発注の手法

を用いることは有用と考えられます。ただし，再開発

事業のスケジュールを考慮すると，限られた期間であ

ることから，民間事業者の提案の余地は限定される可

能性があります。  

ｃ  施設の修繕や更新の柔軟性  

供用開始後の修繕・更新に関しては，ＰＦＩ事業によ

り整備した場合，民間事業者にある程度リスクを移転す

ることが可能となります。特に，民間事業者が施設を所

有するＢＯＴ
※４９

方式を採用した場合は，市の財政状況に係

らず，民間事業者の裁量により施設の修繕や更新を行う

ことが可能です。ただし，ＰＦＩ事業は１０年から２０

年に及ぶ中長期契約となることが多いため，市側に改修

や修繕の要望・ニーズが生じた際には，契約を変更する

必要があるため，柔軟な対応が難しいという一面もあり

ます。  
新中央図書館においては，開館後も分館支援や市民活

動支援等のニーズに応じた柔軟な空間利用の変更や，施

設機能の追加・更新が求められる可能性があるため，長

期契約とするメリットは見込みにくいと考えられます。  

-43- 



  

 
図表１０  施設更新の柔軟性  

Ｐ Ｆ Ｉ 選 択 の 条 件  新 中 央 図 書 館 の 事 業 特 性  判 断 基 準 へ

の 適 合 性  

（ Yes /N o）

性 能
※５０

発 注 や Ｖ Ｅ 提 案 ，

一 括 発 注 に よ る 効 果 が

期 待 で き る 。  

・ 性 能 発 注 に よ っ て さ ま ざ ま な

提 案 を 受 け る こ と が 期 待 で き

る 。  

・ た だ し ， 募 集 に あ る 程 度 の 期

間 を 要 す る た め ， 建 物 本 体 の 設

計 と 同 時 に 内 装 設 計 を 進 め る こ

と は 困 難 で あ る 。  

・建 築 条 件 は 変 更 で き な い た め ，

コ ス ト 削 減 効 果 は あ ま り 期 待 で

き な い 。  

・ 再 開 発 事 業 の ス ケ ジ ュ ー ル の

リ ス ク は 市 が 負 う 必 要 が あ る 。  

・ 修 繕 ・ 更 新 の 柔 軟 性 が 求 め ら

れ る た め ，長 期 契 約 は 適 さ な い 。 

No 

 
上記より，新中央図書館の整備においては性能発注・ＶＥ

提案や一括発注による効果は十分に期待できないと考えられ

ます。  
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(ｳ) ＰＦＩ事業導入の可能性の低い場合の事業手法の検討  

(ｱ )及び (ｲ )の検討結果より，本事業はＰＦＩ事業選択の条
件を十分に満たさないと考えられるため，ＰＦＩ事業導入

の可能性の低い事業と判断されます。  
ただし，性能発注による効果はある程度期待できるため，

一括発注とするのではなく，業務範囲をいくつかに分離し

た上で相互の連携を図り，施設内容に運営のノウハウを盛

り込む方策を検討します。   
 

図表１１  発注の方式  

発 注 方 式  概 要  
仕 様
※５１

発 注  公 共 サ ー ビ ス を 提 供 す る た め の 施 設 等 の 水 準 を 公 共 側 で

設 定 す る 発 注 制 度  
性 能 発 注  公 共 サ ー ビ ス の 水 準 の み を 公 共 側 で 設 定 し ， そ れ を 提 供

す る た め の 施 設 等 に つ い て は 民 間 事 業 者 等 が 提 案 す る 発

注 制 度  
Ｖ Ｅ 提 案  あ ら か じ め 公 共 側 で 基 本 設 計 を 行 っ た う え で ， コ ス ト 削

減 に つ な が る 設 計 ・ 工 法 等 に つ い て の 技 術 提 案 を 民 間 事

業 者 か ら 受 付 け ， 最 も 優 れ た 提 案 を し た も の に 事 業 を 発

注 す る 制 度  

 
オ  施設の運営に係る事業手法の検討  

施設の運営に関しては，発注方式，業務範囲，発注先につい

て検討します。  

(ｱ) 発注方式  

発注方式については，仕様発注若しくは性能発注の二通

りが考えられます。  
新中央図書館においては，さまざまな事業主体や施設と

連携した独自のサービスの提供が求められており，その実

施方法に関しては民間からの提案の余地が見込まれます。  
ま た ， 利 用 者 の ニ ー ズ に 応 じ た ス タ ッ フ の 確 保 や 開 館

日・開館時間の柔軟な運用等，仕様では決めきれない事態

に対応することも想定されます。  
したがって，施設運営の発注方式については，性能発注

が望ましいと考えられます。  
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図表１２  発注方式の評価  

発注方式  新 中 央 図 書 館 の 事 業 特 性  本 事 業 に 適 し た 発

注 方 式  

仕 様 発 注 若

し く は 性 能

発注  

・  業 務 の 実 施 方 法 に 提 案 の 余

地 が 見 込 ま れ る  

・  利 用 者 の ニ ー ズ に 柔 軟 に 対

応 す る 必 要 が あ り ，仕 様 で は

詳 細 に 決 め き れ な い  

性 能 発 注  

 
(ｲ) 業務範囲  

 業務範囲については，分割発注若しくは一括発注の二通

りが考えられます。  
 図書館の運営においては既に一部の業務について運営委

託が進められており，分割発注を行うのが一般的です。し

かし，近年では全国各地で指定
※５２

管理者制度やＰＦＩ事業の

導入が見られ，受け皿とする民間事業者の側にも管理運営

業務の一括発注に対するノウハウが形成されつつあります。 
新中央図書館においては，今後も分館の支援機能を充実

させていく必要があるため，円滑な連絡・運搬体制の整備

や柏市全体としての方針に基づいた資料収集を行っていく

必要があります。  
さらに，施設の維持管理業務も再開発組合との適切な役

割分担が必要であることから，従来のような業務の分割発

注を行うと各業務間での調整が非常に煩雑となる可能性が

あります。  
以上の点から，本事業の運営業務は一括発注が望ましい

と考えられます。  
しかし一方で，柏市らしい図書館サービスを展開してい

くためには，現在にいたるまで本館及び各分館で図書館利

用者と接し，利用者のニーズや図書館サービスのノウハウ

を蓄積してきたスタッフによる継続的な図書館サービスも

求められます。  
そこで，当面は，分割発注を基本とし，将来的には一括

発注を検討していきます。  
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図表１３  業務範囲の評価  

業 務 範 囲  新 中 央 図 書 館 の 事 業 特 性  本 事 業 に 適 し た 業

務 範 囲  

分 割 発 注 又

は 一 括 発 注  

・  管 理 運 営 業 務 全 体 の 調 整 を

円 滑 に 行 う こ と が 望 ま し い 。

・  継 続 的 な 図 書 館 サ ー ビ ス も

必 要  

一 括 発 注  

し か し ，当 面 は 分 割

発 注  

 
(ｳ) 発注先  

 運営業務の発注先としては，民間企業又はＮＰＯ，市民

等が考えられます。  
 新中央図書館の運営主体においては，利用者ニーズに適

切に対応するため，専門性のあるスタッフの確保や育成等，

資本や技術的能力が必要とされます。  
また，マネジメントサイクルの構築や新たな収入源の確

保等，経営ノウハウや事業の安定性も必要とされます。し

たがって，基本的には民間企業が運営を担うべきと考えら

れます。  
 しかしその一方で，新中央図書館では地域の資源や人材

を活用し，ボランティア・ＮＰＯ等の活動支援や育成を行

う等，市民との協働による図書館運営が求められています。

そのため，運営者となる民間企業を選定するに当たっては，

図書館運営におけるＮＰＯやボランティア団体との連携，

人材育成等に関する理解，実績，ノウハウ等が重要なポイ

ントとなります。  
 

図表１４  発注先の評価  
発 注 先  新 中 央 図 書 館 の 事 業 特 性  本 事 業 に 適 し た 業

務 範 囲  

民 間 企 業 又

は Ｎ Ｐ Ｏ や

市 民 等  

・  サ ー ビ ス の 提 供 に 当 た っ て ，

資 本 や 専 門 的 能 力 を 必 要 と

す る 。  

・  ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 や Ｎ Ｐ Ｏ

等 ，地 域 の 資 源 の 活 用 や 連 携

が 求 め ら れ る 。  

民 間 事 業 者  

た だ し ，Ｎ Ｐ Ｏ や 市

民 等 と の 連 携 を 求

め る  
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カ  最も適した事業手法の検討  

エ及びオの検討結果を整理し，新中央図書館の整備・運営に

当たっては，以下のとおり，検討していくこととします。  

(ｱ) 指定管理者制度の導入  

施設運営業務に関し，当面は，性能発注及び部分発注に

よる指定管理者制度（地方自治法第２４４条の２）の導入

を基本方針としていきます。  
なお，将来的には，性能発注及び一括発注による指定管

理者制度の導入に向けた検討をします。  
指定管理者制度の概要については，下表のとおりです。 
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図表１５  指定管理者制度の概要  

 管 理 委 託 （ 従 来 ） 業 務 委 託  指 定 管 理 者 制 度  

受 託 主 体  公 共 団 体 ， 公 共 的

団 体 ， 政 令 で 定 め

る 出 資 法 人 （ １ /

２ 以 上 出 資 等 ） に

限 定  

限 定 な し  

※ 議 員 ， 長 に つ い

て の 禁 止 規 定 あ り

（ 地 方 自 治 法 ９ ２

条 の ２ ，１ ４ ２ 条 ）

法 人 そ の 他 の 団 体

※ 法 人 格 は 必 ず し

も 必 要 で は な い 。

た だ し ， 個 人 は 不

可  

法 的 性 格  「 公 法 上 の 契 約 関

係 」 法 的 性 格 条 例

を 根 拠 と し て 締 結

さ れ る 契 約 に 基 づ

く 具 体 的 な 管 理 の

事 務 又 は 業 務 の 執

行 の 委 託  

「 私 法 上 の 契 約 関

係 」 契 約 に 基 づ く

個 別 の 事 務 又 は 業

務 の 執 行 の 委 託  

「 管 理 代 行 」 指 定

（ 行 政 処 分 の 一

種 ） に よ り 公 の 施

設 の 管 理 権 限 を 委

任 す る こ と  

公 の 施 設 の 管 理

権 限  

設 置 者 た る 地 方 公

共 団 体 が 有 す る 。

設 置 者 た る 地 方 公

共 団 体 が 有 す る 。

指 定 管 理 者 が 有 す

る ※ 「 管 理 の 基

準 」，「 業 務 の 範

囲 」 は 条 例 で 定 め

る 。  

( ｱ ) 施 設 の 使 用

許 可  

地 方 公 共 団 体  指 定 管 理 者 が 行 う

こ と が 出 来 る 。  

( ｲ ) 基 本 的 な 利

用 条 件 の 設 定  

地 方 公 共 団 体  条 例 で 定 め る こ と

を 要 し ， 指 定 管 理

者 は で き な い 。  

 

( ｳ ) 不 服 申 立 て

に 対 す る 決 定 ，

行 政 財 産 の 目 的

外 使 用 の 許 可  

地 方 公 共 団 体  指 定 管 理 者 は で き

な い 。  

公 の 施 設 の 設 置

者 と し て の 責 任  

地 方 公 共 団 体  

 利 用 者 に 損 害 を

与 え た 場 合  

地 方 公 共 団 体 に も 責 任 が 生 じ る 。  

利 用 料 金 制 度  採 る こ と が で き

る 。  

採 る こ と が で き な

い 。  

採 る こ と が で き

る 。  

出典：「指定管理者制度ハンドブック」ぎょうせい，より作成  
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(ｲ) 指定管理者（予定者）の選定及び指定  

指定管理者（予定者）の業務範囲は，下表のとおりです。

なお，情報システム及び関連機器類に関しては，指定管理

者（予定者）にて整備し，指定期間中は指定管理者が保有

及び保守管理を行うものとします。  

 

図表１６  リスク分担表  

業 務 範囲  管 理 組 合  市  指 定 管 理 者

（予定者）

建物の基本設計・実施設計  ○    

建 物 の 建 設工事  ○    

保 留 床 の 取得   ○   

管 理 運 営 計画の策定   ○   

内 装 基 本 設計   ○   

内 装 実 施 設計   ○   

内 装 施 工   ○   

家 具 ・ 備 品等の選定，調達   ○   

シ ス テ ム 整備   ○   

資 料 の 選 定，購入    ○  

開 館 準 備 業務    ○  

施 設 運 営 業務    ○  

施 設 維 持 管理業務  

（ 建 物 全体）  

○    

施 設 維 持 管理業務  

（ 図 書 館部分）  

  ○  

 

指定管理者の指定期間は，運営ノウハウの構築に要する

期間とシステム・機器等の更新期間等を勘案し，供用開始

から５年間とします。  
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(2) 事業費の算出  

 

 新中央図書館の整備及び管理運営を行うに当たって，今後市が

負担することとなる概算事業費を算出します。  

新中央図書館の整備及び管理運営を行うに当たって，必要とな

る経費の構成は，以下のとおりです。  

 

図表１７  事業費の構成  

項 目  構 成  発 生 年 度  

新 中 央 図 書 館 の 設 計

及 び 管 理 運 営 計 画 策

定に係る費用  

内 装 設 計委託費，管理運営

計画策定委託費  等  

平 成 ２ ０ 年 度 ～

平成２１年度  

新 中 央 図 書 館 の 整 備

に係る費用  

保 留 床 取 得 費 ， 内 装 施 工

費，システム整備費，家具

調度費  等  

平 成 ２ ２ 年 度 ～

平成２３年度  

図 書 館 の 管 理 運 営 に

係る費用  

人 件 費 ，システム運用費，

維持管理費，光熱水費等  

毎 年 度  

 

 

な お， (1)に おいて抽出した事業手法を導入する場合は，平

成 ２ ４ 年 度 以 降 は 指 定 管 理 者 に よ る 管 理 運 営 が 開 始 さ れ る こ

ととなります。  
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(3) 事業スケジュール  

 現時点で想定される事業スケジュールは，以下のとおりとなっ

ています。  

新中央図書館の整備を進める上での具体的なスケジュールにつ

いては，今後も再開発事業のスケジュールと整合を図りながら詳

細を検討していく必要があります。  

 

図表１８  事業スケジュール  

新 中 央図書館整備事業  年 度  再 開 発 事業  

施 設 整 備に係る  

実 施 項 目  

管 理 運 営に係る  

実 施 項 目  

平 成 20 年 度  都 市 計 画の決定  

建 築 基 本設計  

組 合 設 立・事業計

画の認可  

内 装 基 本設計  

 

管 理 運 営 計 画 策 定

に 係 る 民 間 事 業 者

の選定  

平 成 21 年 度  建 築 実 施設計  

権 利 変 換 計 画 の

認可  

内 装 実 施設計  管 理 運 営 計 画 の 策

定  

平 成 22 年 度  建 築 工 事  内 装 工 事  

情 報 シ ステム設計

指 定 管 理 者 の 選 定

準備  

平 成 23 年 度  建 築 工 事・竣工  内 装 工 事・竣工  

情 報 シ ステム整備

家 具 ・ 備 品 等 の 調

達  

 

柏 市 立 図 書 館 条 例

改正  

指 定 管 理 者 の 選 定

及び協定締結  

供 用 開 始準備  

平 成 24 年 度  開 業  ―  供 用 開 始  

指 定 管 理 者 に よ る

管理運営の導入  

※ 上 記 の 前提 とし た再 開発 事業 スケ ジュ ール は平 成２ ０年 ３月 現在 で

の想定であり，今後も変更される可能性があります。  
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(4) 今後の課題  

  今後，新中央図書館の整備及び開館準備を進めていくに当たっ

ての検討課題を以下に整理します。  

ア  施設整備における検討課題  

(ｱ) 施設の前提条件の精査と確定  

 次年度以降の内装基本設計に向け，本基本計画で検討し

た施設構成や配置等の前提条件を十分に精査する必要があ

ります。特に，施設のゾーニング計画については運営内容

を大きく左右するため，第４章の検討結果に基づき，さら

に詳細な検討を行うとともに，再開発事業との調整を図り，

建築計画の段階から，市民にとってより利用しやすい図書

館の整備を推進していくことが求められます。  

 

(ｲ) 内装設計及び管理運営計画の連携  

 新中央図書館の施設計画については，なるべく運営に関

するノウハウや市民の意見を盛り込むことが期待されてい

ます。したがって，内装基本設計段階での施設計画におい

ては，管理運営計画の内容や市民ワークショップの成果を

反映させることを前提とした柔軟性を確保することが重要

です。  

 

(ｳ) 再開発事業との連携  

 新中央図書館は再開発ビルへの入居が予定されているた

め，開館スケジュールは建物本体の施工状況に大きな影響

を受けることとなります。  

 特に，内装工事は建築工事と並行して行うことから，床

取得予定部分の使用開始時期や使用条件については再開発

組合との協議が必要となります。  

 また，計画地には既存建物が現存している状態であり，

今後の建物調査（アスベスト），地盤調査（土壌汚染，埋蔵

文化財，地盤状況）等の結果によっては工期遅延を招く可

能性があることにも留意が必要です。  
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イ  管理運営における検討課題  

(ｱ) 管理運営における官民パートナーシップの在り方の検討  

新中央図書館の管理運営においては，なるべく民間事業者

のノウハウを活かし，市職員が根幹業務に注力することで，

サービスの質向上と運営の効率化を両立していくことが期待

されています。特に，柏市の図書館サービスにおいては分館

や他の施設との連携も含めた一体的な運営が求められるため，

管理運営計画の策定プロセスにおいては，市民ニーズに柔軟

に対応できる官民パートナーシップの在り方について，さら

に詳細な検討を進める必要があります。  

 

(ｲ) 地域との連携方策  

新中央図書館では，「市民とともに成長する図書館」とし

て，市民団体やボランティア等の活用を積極的に図ります。

今後，管理運営計画を策定するに当たっては，市民ワークシ

ョップの実施やボランティアに対する研修計画の策定，指定

管理者に求める地域雇用の在り方等，具体的な協働の方策に

ついて検討を進めていく必要があります。  

 

(ｳ) 指定管理者の業務範囲及び選定方法の検討  

平成２３年度に指定管理者の選定を行うに当たっては，管

理運営計画の策定を実施した事業者のみが有利とならないよ

う，公平性，透明性を確保した応募条件を設定する必要があ

ります。  

また，システム整備等の初期調達分の取り扱い等，指定管

理者の業務範囲については引き続き検討が必要となります。  
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【あ行】  

・ＩＣ
※２３

（ＩＣタグ）   

 小型の情報チップを搭載した荷札のこと。専用の読取機を活用す

ることで，一度に複数の情報を処理することが可能となる。バー

コードと比べて，保存可能な情報量が多いのも特徴。  

・アーカイブ
※８

（デジタルアーカイブ）  

大規模な記録や資料を集積すること。また，公文書の保管施設を

指す。また，電子データによる資料の保存・集積のことをデジタ

ルアーカイブと呼ぶ。  

・イニシャルコスト
※４５

 

 初期投資費用のこと。施設建設の場合は，建築工事費や設備，設

計・監理など，施設完成までにかかる費用のこと。  

・インターネット
※４

 

 複数のコンピュータネットワークを相互接続したネットワークの

こと。  

・裏カシ
※２７

 

 柏駅周辺の古着，洋服，雑貨などを扱う路面店が立ち並ぶエリア

のこと。また，市内の若者文化を総称して，裏カシと呼ぶことも

ある。  

・ＮＰＯ
※２６

 

Non-Profit Organizationの略。政府・自治体や私企業とは独立

した存在として，市民・民間の支援のもとで社会的な公益活動を

行う組織・団体のこと。  

・音訳
※３７

 

視覚害等で活字による読書が困難な方を対象に，録音図書を製作

すること。  

 

 

 

 

 

 用語集  
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【か行】  

・開架
※１２

 

利用者が図書や雑誌を直接手にとって読めるようにしている書

架のこと。開架の対語は閉架。  

・ガイドライン
※４０

 

 政府や団体が指導方針として掲げる大まかな指針のこと。  

・拡大
※１６

読書器  

 弱視者，高齢者を主な対象とし，テレビ画面に文字等を大きく映

し出す器械のこと。  

・カフェテリア
※３４

 

 お客が好みの料理を自分で食卓に運んで食べる形式の料理店のこ

と。  

・キーワード
※７

 

問題解決の手がかりとなる語のこと。  

・協働
※２５

 

 複数の主体が，何らかの目標を共有し，ともに力を合わせて活動

すること。  

・コミュニケーション
※２０

 

人間が，言語・文字その他視覚・聴覚に訴える身振り・表情・声

などの手段によって，互いに意思・感情・思考を伝達し合うこと。  

・コンセプト
※１

 

考え，概念のこと。基本構想では，「つなぐ」をキーワードに「柏

市のまちづくりにおける情報拠点として核となること」，基本計

画では，これらを踏まえ，「図書館サービスの原点を踏まえると

ともに現代的な課題にも対応し得る情報拠点の核を目指していく

こと」を基本的な考え方としている。  

・コントロール
※２２

 

 管理・統制すること。  

・コンパクト
※３２

 

 簡潔にまとまっていること。  
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【さ行】  

・指定
※５２

管理者制度（指定管理者）  

 地方公共団体の出資法人や公共団体等に限らず民間事業者も，地

方自治体の指定を受けて「公の施設」の管理を行うことができる

制度のこと。管理をする者のことを指定管理者と呼ぶ。  

・集
※３９

密書庫  

 古くなった図書や貴重資料などを保管しておくための書庫のこと。

単位面積あたりの収蔵冊数が多い点が特徴。  

・仕様
※５１

発注  

公共サービスを提供するための施設等の水準を公共側で設定す

る発注制度のこと  

・書架
※１４

 

図書館の本棚のこと。書籍や雑誌等を収納するための棚のことで

あり，本箱，書棚ともいう。  

・スタッフ
※９

 

 仕事を担当している人のこと。  

・スツール
※３６

 

 背もたれのない腰掛けのこと。  

・性能
※５０

発注  

公共サービスの水準のみを公共側で設定し，それを提供するため

の施設等については民間事業者等が提案する発注制度のこと。  

・ゾーニング
※３１

 

 都市計画や建築プランなどで，空間を用途別に分けて配置するこ

と。  

 

【た行】  

・大活字本
※１５

 

弱視者，高齢者を主な対象とし，大きな活字を用いて読みやすく

した図書のこと。  

・対面
※３８

朗読  

視覚等に障害を持つために，文字（墨字）を読むことが困難な人

に対して，その要望に応じて朗読者が対面で資料を読むこと。  
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【な行】  

・ニーズ
※６

 

要求のこと。新中央図書館では，利用者の声（ニーズ）を常に施

設活動に反映させることをめざしている。  

・ネットワーク
※５

 

網の目のように作った組織，系列，つながりのこと。  

 

【は行】  

・排架
※１１

 

図 書資料を分類記号により，書架の位置を決めて配置すること。 

・パブリックコメント
※３

 

公的な機関が規則あるいは命令などの類のものを制定しようと

するときに，広く公に，意見・情報・改善案などを求める手続の

こと  

・フレキシブル
※３５

 

 柔軟性があること。新中央図書館では，時代やニーズの変化に対

応するため，可変性に優れた空間作りを目指している。  

・ＰＦＩ
※４３

 

  Private－ Finance－ Initiativeの略。民間の資金と経営能力・技

術力（ノウハウ）を活用し，公共施設等の設計・建設・改修・更

新や維持管理・運営を行う公共事業の手法のこと。  

・ＰＰＰ
※４１

 

 Public－ Private－ Partnershipの略。公共と民間の連携・協働に

よって公共性の高い事業をよりよく進めていくという手法のこと。 

・ＢＯＴ
※４９

方式  

 Build－ Operate－ Transferの略。民間事業者が施設等を建設し，

維持・管理及び運営し，事業終了後に公共施設等の管理者等に施

設所有権を移転する事業方式のこと。  

・ＶＥ
※４７

 

 Value Engineeringの略。製品やサービスの「価値」を，それが果

たすべき「機能」とそのためにかかる「コスト」との関係で把握

し，「価値」の向上をはかる手法のこと。  
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・閉架
※１３

 

 用語集「開架」を参照。  

・ホームページ
※１９

 

インターネット上で公開されている文章群のこと。もしくはその

トップページのこと。  

・ボランティア
※１０

 

自発性に基づく活動又はそれに携わる人のこと。無償での活動を

さすことが多いが，有償の場合もある。  

・保留
※４４

床  

 市街地再開発事業で新設した施設や建物のうち，地権者が取得す

る権利のある床以外の床のこと。  

 

【ま行】  

・マーケティング
※２９

（マーケティングデータ）  

 消費者の求めている商品・サービスを調査し，供給する商品や販

売活動の方法などを決定することで，生産者から消費者への流通

を円滑化する活動のこと。マーケティングデータとは，調査した

結果のことを指す。  

・マネジメント
※２１

（マネジメントサイクル）  

 経営すること。ここでは，図書館を経営という観点から管理する

ことを指す。また，マネジメントサイクルとは，現状分析から計

画，実行，見直しの一連の流れを継続的に行うこと。  

・無線
※１７

ＬＡＮ（無線ＬＡＮアクセスポイント）  

 無線通信でデータの送受信をするコンピューターネットワークの

こと。また，無線ＬＡＮアクセスポイントとは，無線ＬＡＮで端

末間を接続する電波中継機のことを指す。  

・モニタリング
※４２

 

 業務が遅滞なく実行されているかどうかを監視すること，または  

その仕組みのことを指す。  
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【や行】  

・ユニバーサルデザイン
※３０

 

障害者・高齢者・子ども・外国人等の区別なしに，全ての人が使

いやすいように製品・施設等をデザインすること。新中央図書館

では，誰でも安心して使える施設となるよう，ユニバーサルデザ

インに配慮することとしている。  

 

【ら行】  

・ランニングコスト
※４６

 

 運用・保有にかかる費用のこと。施設の場合では，建物完成後に

かかってくる維持や管理にかかる費用を指す。  

・リアルタイム
※２４

 

 実際の時間の流れのこと。  

・リスク
※４８

 

 予測することのできない危険のこと。  

・レセプション
※３３

スペース  

利用者を歓迎するための導入空間のこと。  

・レファレンス
※１８

 

調査・研究・学習のために必要な資料・情報を求める利用者に対

して，図書館員が図書館資料等に基づく関連資料及び情報を提供

するサービスのこと。  

・路上
※２８

ライブ  

 駅前や公園などで，音楽などのパフォーマンスを披露すること。  

 

【わ行】  

・ワークショップ
※２

 

参加者が専門家（進行役）の助言を受けながら，主体的かつ積極

的に参加し，「双方向性」や「相互作用」を活かした学習や創造

を行う場のこと。  
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